
今回のテーマは・・・「 ハマスゲ 」
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カヤツリグサ科の多年草。ハマスゲは熱帯から温帯にかけて分
布し、世界中で最も多くの国と地域で問題となっていることから世
界の10大雑草にもあげられている代表的な耕地雑草である。特に
亜熱帯、熱帯地域で主要作物、プランテーションに被害を与えてい
る。果樹園、畑、芝地、荒地、海岸の砂地、道路など土壌条件に対
する適応範囲が広く、日当たりの良いところであればどこにでも生
育可能である。日本では特に関東以西の暖地で被害が大きい。

ハマスゲは地域により異なるが４～５月頃に芽を出し、夏から秋にかけて種子をつける雑草であるが、
地下での繁殖能力が非常に高い。地上からそう深くない場所に地下茎を形成し、その地下茎に硬い
塊茎をつくり、これによって繁殖する。凄まじい繁殖力と生命力により、砂浜のような、植物にとっては
過酷な環境でも生き抜くことができるため、あたり一面ハマスゲの草原となった場合の対策は困難で
ある。

発生した雑草を放置すると・・・
舗装道路の路傍に生えている場合は注意が必要である。アスファルトの真下に地下茎を張り巡らせ、

少しでも傷んだ場所を見つけると簡単にアスファルト舗装を突き破って生えてくる。柔らかい葉の雑草

がアスファルトから生えていても、あまり気にも留めないが、傷んだアスファルト舗装の破壊を手助け

している雑草ともいえる。

この雑草の対策として、茎葉処理剤（除草剤）を使えない場合は、地下茎で連なっている塊茎を、ふ

るいをかけてひとつ残らず取り除くことである。取り除いた残渣をその場に放置せず、確実に処分する

ことが重要である。

アスファルトを突き破っているハマスゲ
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４月１日に福井本社にて今年の新入社員の入社式がおこなわれました。
そのフレッシュな新入社員２名をご紹介いたします。

中野 貴仁（なかの たかひと） 配属先：西日本営業部

山田 永（やまだ はるか） 配属先：技術開発部

関係者の皆さま、よろしくお願いします。

引用文献： 地下で拡がる多年生雑草たち 伊藤操子 著 伊藤操子・森田亜貴 共著

編集・制作： 営業企画

ご担当者に管理をどのようにしているか聞いてみました
「付近の水利組合の方が手取り除草等の定期的な管理をされているようです」 という回答でした。

現場データ（2015年4月）
現場：香川用水土器川沿岸

農業水利事業所内
琴平電鉄岡田駅付近（香川県）

使用資材
彩植兼美Ver.2、U型アンカーピン、粘着テープ、
シーリング材アタッチ、ＶＡ－２００、緩効性肥料、
遮光カバー、Ｕ型サブピン

施工前 施工１年後
施工２年後
(2015年4月)

－備 考－

中野 山田

防草植栽シート

彩植兼美Ver.2

部分客土用微生物緑化資材
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地面の露出を

減らし、植え穴

からの雑草発生

抑止に。

植栽穴からの雑草抑止に

植え穴用遮光カバーシート

植物の生育に

適した環境に

土壌改良。

全面土壌改良

が難しい現場
で活躍。

ポリプロピレン織布を

挟み込んだ３層構造。
表面が緑色
で優しい印象
があり好評。


